
Senior Director,  
Climate Change and Energy Division, 
Bureau of Environment, TMG 
Akio MATSUSITA 

The Results of  
Tokyo Cap-and-Trade Program 



Step-by-Step Evolution for 
Reductions 
2002 to 2004 2005 to 2009 2010 and beyond 

HOP 
Starting annual 
reporting 
programme 

STEP 
Adding evaluation/ 
disclosure 
mechanism 

JUMP 
Introducing C&T 
programme 

Reporting programme Reporting programme + evaluation/ 
disclosure mechanism Tokyo Cap-and-Trade Program 

Many facilities unable to draw 
up effective energy efficiency 
measures 

Voluntary targets 

Many facilities lacking 
effective promotional system 
Disclosure by facilities Disclosure by facilities and TMG 

Voluntary targets 
TMG proposed basic measures and 
stepped them up through guidance 
and advice 
Promotional system led by 
facility managers 

Mandatory targets 
Implementing medium- to long-term 
energy efficiency measures 

Promotional system involving owners, 
facility managers and tenants 

Disclosure by facilities and TMG 



Emission reductions of covered facilities 
 Achievement of significant reduction by thorough energy efficiency 
measures taken by covered facilities 
• Achieved 26% reduction（FY2015 figures compared to base year) 
• All covered facilities achieve their CO2 emission reductions for the first compliance period. 90% of 

the facilities were able to meet their reduction targets through such initiatives. The remaining 
10% of the facilities were able to meet their reduction targets through emissions trading.（Credit 
Price：1,000～2,000 yen/t-CO2） 
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						排出量（百万トンＣＯ２） ハイシュツリョウヒャクマン						比率(シェア） ヒリツ				伸び率（％） ノリツ

						１９９０年度 ネンド		２０００年度 ネンド		２００５年度 ネンド		2000年度 ネンド		2005年度 ネンド		９０年度比 ネンドヒ		２０００年度比 ネンドヒ						1990		2000		2005		2000								2005

		ＣＯ２		産業部門 サンギョウブモン		9.8		6.8		5.5		12%		10%		-43.8%		-18.6%				産業・業務 サンギョウギョウム		25.5		25.7		26.4		0.8%		＊産業・業務 サンギョウギョウム						3.5%		＊産業・業務 サンギョウギョウム

				業務部門 ギョウムブモン		15.7		18.9		20.9		32%		36%		33.2%		10.9%				家庭 カテイ		13.0		14.3		15.0		10.0%		大規模 ダイキボ		10.6		４割 ワリ		15.4%		大規模 ダイキボ		10.6		４割 ワリ

				家庭部門 カテイブモン		13.0		14.3		15.0		24%		26%		15.7%		5.0%				運輸 ウンユ		14.8		17.7		15.0		19.6%		中小 チュウショウ		15.8		６割 ワリ		1.4%		中小 チュウショウ		15.8		６割 ワリ

				運輸部門 ウンユブモン		14.8		17.7		15.0		30%		26%		0.9%		-15.3%				その他 タ		1.0		1.2		1.0		20.0%								0.0%

				その他 タ		1.0		1.2		1.0		2%		2%		4.1%		-13.2%				ＣＯ２計 ケイ		54.4		58.9		57.5		-100.0%								5.7%

				ＣＯ２計 ケイ		54.4		58.9		57.5						5.7%		-2.3%

		その他ガス タ				3.4		2.9		2.2						-36.6%		-26.1%						1990		2000		2005

		合計 ゴウケイ				57.8		61.8		59.7						3.2%		-3.4%				産業 サンギョウ		9.8		6.8		5.5

																						業務 ギョウム		15.7		18.9		20.9

																						家庭 カテイ		13.0		14.3		15.0

																						運輸 ウンユ		14.8		17.7		15.0

																						その他 タ		1.0		1.2		1.0

																						ＣＯ２計 ケイ		54.4		58.9		57.5
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家庭のエネルギー消費
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ビルのエネルギー消費先比率
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省エネ効果（熱源）
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省エネ効果（照明）
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メーカーヒアリング
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「10年後の東京」都政モニターアンケート

		



中小

大規模



「都民生活に関する世論調査」(2007.12)

		

		暖房用 ダンボウヨウ		15%

		冷房用 レイボウヨウ		3%

		給湯用 キュウトウヨウ		33%

		厨房用 チュウボウヨウ		9%

		冷蔵庫、照明その他 レイゾウコショウメイタ		39%

				家庭部門の用途別エネルギー消費構成比（東京都、２００４年度） カテイブモンヨウトベツショウヒコウセイヒトウキョウトネンド





「都民生活に関する世論調査」(2007.12)

		





ビルのエネルギー消費先比率 (2)

		

		エネルギー消費先比率 ショウヒサキヒリツ

				オフィスビル（テナントビル）：レンタブル比６０％以上(熱源あり）の場合 ヒイジョウネツゲンバアイ

				熱源 ネツゲン		31.1%

				熱搬送 ネツハンソウ		12.0%

				照明 ショウメイ		21.3%

				コンセント		21.1%

				動力 ドウリョク		8.6%

				給湯 キュウトウ		0.8%

				その他 タ		5.1%
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ビルのエネルギー消費先比率 (2)
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																								2/13/08 13:00

		エネルギー消費先比率 ショウヒサキヒリツ

				オフィスビル（テナントビル）：レンタブル比６０％以上(熱源あり）の場合 ヒイジョウネツゲンバアイ

				熱源 ネツゲン		31.1%

				熱搬送 ネツハンソウ		12.0%								吸収冷温水発生器 キュウシュウヒオンスイハッセイキ

				照明 ショウメイ		21.3%

				コンセント		21.1%

				動力 ドウリョク		8.6%								･平成18年度　第17回省エネ大賞　省エネルギーセンター会長賞　　受賞製品 ヘイセイネンドダイカイショウタイショウショウカイチョウショウジュショウセイヒン

				給湯 キュウトウ		0.8%

				その他 タ		5.1%								･製品名：３重効用高効率ガス吸収冷温水機 セイヒンメイジュウコウヨウコウコウリツキュウシュウヒオンスイキ

														･メーカー：川重冷熱工業株式会社（江東区南砂） カワシゲルレイネツコウギョウカブシキカイシャコウトウクミナミスナ

														・世界最高の省エネ効率　　COP＝１・６を達成 セカイサイコウショウコウリツタッセイ

														効率(COP） コウリツ				1		1.6

														エネルギー消費量 ショウヒリョウ				100		63

														※省エネ効果 ショウコウカ				1		37%

														【エネルギー削減効果（試算）】 サクゲンコウカシサン

														・ビル全体のエネルギー消費量 ゼンタイショウヒリョウ						1,000

														・熱源によるエネルギー消費割合 ネツゲンショウヒワリアイ						31.1%

																		＝		311

														・設備更新による削減効果 セツビコウシンサクゲンコウカ

														製品： セイヒン				従来品と比べて ジュウライヒンクラ		▲３７％

																		熱源によるエネルギー消費量： ネツゲンショウヒリョウ		(115)

														↓

														・ビル全体のエネルギー消費量 ゼンタイショウヒリョウ

																		更新前： コウシンマエ		1,000

																		更新後： コウシンゴ		885

																		削減効果： サクゲンコウカ		12%
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																								2/13/08 13:00

		エネルギー消費先比率 ショウヒサキヒリツ

				オフィスビル（テナントビル）：レンタブル比６０％以上(熱源あり）の場合 ヒイジョウネツゲンバアイ

				熱源 ネツゲン		31.1%

				熱搬送 ネツハンソウ		12.0%								蛍光灯照明器具 ケイコウトウショウメイキグ

				照明 ショウメイ		21.3%

				コンセント		21.1%

				動力 ドウリョク		8.6%								･平成18年度　第17回省エネ大賞　資源エネルギー庁官賞　　受賞製品 ヘイセイネンドダイカイショウタイショウシゲンチョウカンショウジュショウセイヒン

				給湯 キュウトウ		0.8%

				その他 タ		5.1%								･製品名：センサ機能付照明器具　セルコンシリーズ　おまかせセルコン セイヒンメイキノウツショウメイキグ

														･メーカー：松下電工株式会社 マツシタデンコウカブシキカイシャ

														・省エネ効果　　従来HFインバータ器具比率　約４８％ ショウコウカジュウライキグヒリツヤク

														【エネルギー削減効果（試算）】 サクゲンコウカシサン

														・ビル全体のエネルギー消費量 ゼンタイショウヒリョウ						1,000

														・照明によるエネルギー消費割合 ショウメイショウヒワリアイ						21.3%

																		＝		213

														・設備更新による削減効果 セツビコウシンサクゲンコウカ

														製品： セイヒン				従来品と比べて ジュウライヒンクラ		▲48%

																		照明によるエネルギー消費量： ショウメイショウヒリョウ		(102)

														↓

														・ビル全体のエネルギー消費量 ゼンタイショウヒリョウ

																		更新前： コウシンマエ		1,000

																		更新後： コウシンゴ		898

																		削減効果： サクゲンコウカ		10%



100×1.6
=　63
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		資料２：標準機と高効率機の販売状況（メーカーヒアリングより） シリョウヒョウジュンキコウコウリツキハンバイジョウキョウ

		■直焚き冷温水器（荏原冷熱工業株式会社） ジカダレイオンスイキエバラレイネツコウギョウカブシキカイシャ

				標準機 ヒョウジュンキ		高効率機 コウコウリツキ		最高効率機 サイコウコウリツキ		備考 ビコウ

		シリーズ名 メイ		RCD		RED		RFD

		特徴 トクチョウ

		効率（COP） コウリツ		1.12		1.28		1.51		低位発熱量換算 テイイハツネツリョウカンザン

				1.01		1.15		1.36

				0%		14%		35%

		省エネ率(%) ショウリツ		0%		14%		35%		標準機との差 ヒョウジュンキサ

		コスト		46,600,000		53,900,000		80,850,000		300RT

		コスト比 ヒ		1.0		1.2		1.7		標準機との差 ヒョウジュンキサ

		販売シェア ハンバイ		50%弱 ジャク		50%強 キョウ		10％弱 ジャク

		市場投入時期 シジョウトウニュウジキ		不明
（10年前の主流） フメイネンマエシュリュウ		不明
（本年初めてｼｪｱ50%超） フメイホンネンハジチョウ		2年前に投入 ネンマエトウニュウ

		ラインナップ		150-1500		150-500		320-500

		留意点 リュウイテン		なし		なし		従来機よりサイズ大 ジュウライキダイ

		■ターボ冷凍機（日立アプライアンス株式会社） レイトウキヒタチカブシキカイシャ

				標準機 ヒョウジュンキ		高効率機 コウコウリツキ		最高効率機 サイコウコウリツキ		備考 ビコウ

		シリーズ名 メイ		HC-F500EV		HC-F500GXV

		特徴 トクチョウ

		効率（COP） コウリツ		5.58		6				5.99以上は補助有 イジョウホジョアリ

		省エネ率(%) ショウリツ		0%		8%

		コスト				101000000				500RT

		コスト比 ヒ		1		2割～3割増し ワリワリマ

		販売シェア ハンバイ		20%		80%

		ラインナップ		400-1250		200-1500

		市場投入時期 シジョウトウニュウジキ		不明 フメイ		2003年 ネン

		留意点 リュウイテン		なし		なし

		■冷暖チラー(空冷）（東芝キャリア株式会社） ヒヤダンクウレイトウシバカブシキカイシャ

				標準機 ヒョウジュンキ		高効率機 コウコウリツキ		最高効率機 サイコウコウリツキ		備考 ビコウ

		シリーズ名 メイ		30AQA060		RUA-TBP0601H		RUA-TBP0601HN

		特徴 トクチョウ						空気熱交換への散水 クウキネツコウカンサンスイ

		効率（COP） コウリツ		3.09		3.58		4.8		3.58以上は補助有 イジョウホジョアリ

		省エネ率(%) ショウリツ		0%		16%		55%

		コスト		不明 フメイ		1		1.5		高効率機を基準とした コウコウリツキキジュン

		販売シェア ハンバイ		25%		40%		35%

		ラインナップ		90-360RT		同左 ドウサ		同左 ドウサ

		市場投入時期 シジョウトウニュウジキ		不明 フメイ		2006		2006

		留意点 リュウイテン		なし		なし		なし

		■冷専チラー(空冷）（東芝キャリア株式会社） ヒヤアツムトウシバカブシキカイシャ

				標準機 ヒョウジュンキ		高効率機 コウコウリツキ		最高効率機 サイコウコウリツキ		備考 ビコウ

		シリーズ名 メイ				RUA-TBP0601		RUA-TBP0601N

		特徴 トクチョウ						空気熱交換への散水 クウキネツコウカンサンスイ

		効率（COP） コウリツ		3.09		3.67		4.81		3.58以上は補助有 イジョウホジョアリ

		省エネ率(%) ショウリツ		0%		19%		56%

		コスト		不明 フメイ		1		1.5		最高効率機と高効率機の差額
が3-4年で回収できる程度 サイコウコウリツキコウコウリツキサガクネンカイシュウテイド

		販売シェア ハンバイ		50%		35%		10%

		ラインナップ		90-360RT		同左 ドウサ		同左 ドウサ

		市場投入時期 シジョウトウニュウジキ		不明 フメイ		2006		2006

		留意点 リュウイテン		なし		なし		なし

		※補助金 ホジョキン

		高効率空調機導入支援事業：経済産業省が定めた住宅・建築物高効率エネルギーシステム導入促進事業費補助金（高効率空調機導入支援事業）交付要綱に基づき、有限責任中間法人日本エレクトロヒートセンターに交付される国庫補助金から高効率空調機を設置しようとする方に交付するもの。
（新設の場合は、標準機との差額の1/3を上限。既設の場合は、導入日の1/3を上限） コウコウリツクウチョウキドウニュウシエンジギョウシンセツバアイヒョウジュンキサガクジョウゲンキセツバアイドウニュウヒジョウゲン

		■高効率機の販売シェアが低い原因（メーカー担当者の声を抜粋） コウコウリツキハンバイヒクゲンインタントウシャコエバッスイ

		三浦工業㈱ ミウラコウギョウ				オーナーとメーカーが直接話をする機会が少ない。設備導入には、ゼネコン等を通すケースが多く、ランニングコストよりもイニシャルコストを重視される。そのたま、価格を抑える目的で省エネオプションが外されやすい。 チョクセツハナキカイスクセツビドウニュウトウトオオオジュウシカカクオサモクテキショウハズ

		東芝キャリア空調システムズ㈱ トウシバクウチョウ				事務所ビルよりも工場の方が省エネ意識が高い。新築時もゼネコンが入るとイニシャル優先になる。 ジムショコウジョウホウショウイシキタカシンチクジハイユウセン





		

		http://www.metro.tokyo.jp/INET/CHOUSA/2007/12/60hca100.htm

				街路樹 ガイロジュ				54.4%

				校庭芝生化 コウテイシバフカ				55.4%

				耐震化・防災 タイシンカボウサイ				57.1%

				高齢者対策 コウレイシャタイサク				59.4%

				地球温暖化対策 チキュウオンダンカタイサク				61.0%





		





		

		環境対策 カンキョウタイサク		30.3%

		医療・衛生対策 イリョウエイセイタイサク		36.4%

		防災対策 ボウサイタイサク		37.6%

		高齢者対策 コウレイシャタイサク		47.5%

		治安対策 チアンタイサク		61.4%





		





		

																																																																																																				共用部とは、機械室等のバックヤードのエネルギー消費(空調・照明・他)に加え、供給システム(受変電設備の損失、空調熱源・熱搬送、他)で消費された一次エネルギーからオフィス等の空調負荷を除いたものです。グラフの割合の値は、空調負荷及び照明・コンセント・換気等で消費したエネルギーの比率を示します。小グラフは、この内オフィス専有部門の消費先比率を現したものです。

注)分析にあたっては、ビルで消費されたエネルギー(燃料＋電気)の一次換算値を使用しています

																																																																																				オフィスビルの形態を表す指標としてはレンタブル比[貸室面積/延べ床面積]があります。グラフのオフィスビルのレンタブル比は、"52.6%"(駐車場を除く延べ床面積比では、"62.2%")となり、一般的な指標として大きいといえます。つまり、このモデルビルは、一般的なオフィスビルであるといえます。
これに対して、指定工場等の大規模オフィスビルでは、店舗等の割合が大きい複合用途のビルが多くなっています。

		エネルギー消費先比率 ショウヒサキヒリツ																		エネルギー消費先比率 ショウヒサキヒリツ																		エネルギー消費先比率 ショウヒサキヒリツ

				オフィスビル（テナントビル）：レンタブル比６０％以上(熱源あり）の場合 ヒイジョウネツゲンバアイ																		ホテル																		スーパー																		百貨店 ヒャッカテン																都内の35,000m2程度の一般的なオフィスビルをモデルに、部門別面積割合と部門別エネルギー消費割合を示したもの

				熱源 ネツゲン		31.1%						※省エネセンター；パンフレット ショウ										熱源 ネツゲン		28.6%						※省エネセンター；パンフレット ショウ										熱源 ネツゲン		31.4%						※省エネセンター；パンフレット ショウ										熱源 ネツゲン		30.6%						※省エネセンター；パンフレット ショウ

				熱搬送 ネツハンソウ		12.0%																熱搬送 ネツハンソウ		18.6%																熱搬送 ネツハンソウ		7.4%																熱搬送 ネツハンソウ		9.2%

				照明 ショウメイ		21.3%						オフィスビルの省エネルギー ショウ										照明 ショウメイ		14.7%						ホテルの省エネルギー ショウ										照明 ショウメイ		22.0%						商業ビルの省エネルギー ショウギョウショウ										照明 ショウメイ		28.9%						商業ビルの省エネルギー ショウギョウショウ										オフィス専有 センユウ		52.6%						※省エネセンター；パンフレット ショウ

				コンセント		21.1%						http://www.eccj.or.jp/office_bldg/03.html										コンセント		7.7%						http://www.eccj.or.jp/hotel/04.html										コンセント		5.8%																コンセント		11.0%																オフィス共有 キョウユウ		19.4%

				動力 ドウリョク		8.6%																動力 ドウリョク		7.5%																動力 ドウリョク		10.9%						http://www.eccj.or.jp/commercial_bldg/sg3.html										動力 ドウリョク		9.8%						http://www.eccj.or.jp/commercial_bldg/sg3.html										物販店舗 ブッパンテンポ		0.7%						オフィスビルの省エネルギー ショウ

				給湯 キュウトウ		0.8%																給湯 キュウトウ		9.9%																給湯 キュウトウ		6.7%																給湯 キュウトウ		3.2%																飲食店舗 インショクテンポ		0.8%

				その他 タ		5.1%																その他 タ		13.0%																冷凍冷蔵 レイトウレイゾウ		10.4%																冷凍冷蔵 レイトウレイゾウ		5.1%																飲食共用 インショクキョウヨウ		0.9%						http://www.eccj.or.jp/office_bldg/02.html

																																								その他 タ		5.4%																その他 タ		2.2%																共用部 キョウヨウブ		10.1%

																																										100.0%																		100.0%																駐車場 チュウシャジョウ		15.5%
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Sheet1

		

						排出量（百万トンＣＯ２） ハイシュツリョウヒャクマン						伸び率（％） ノリツ

						１９９０年度 ネンド		２０００年度 ネンド		２００５年度 ネンド		９０年度比 ネンドヒ		２０００年度比 ネンドヒ						2005

		ＣＯ２		産業部門 サンギョウブモン		9.8		6.8		5.5		-43.8%		-18.6%				産業・業務 サンギョウギョウム		26.4				＊産業・業務 サンギョウギョウム

				業務部門 ギョウムブモン		15.7		18.9		20.9		33.2%		10.9%				家庭 カテイ		15.0				大規模 ダイキボ		10.6		４割 ワリ

				家庭部門 カテイブモン		13.0		14.3		15.0		15.7%		5.0%				運輸 ウンユ		15.0				中小 チュウショウ		15.8		６割 ワリ

				運輸部門 ウンユブモン		14.8		17.7		15.0		0.9%		-15.3%				その他 タ		1.0

				その他 タ		1.0		1.2		1.0		4.1%		-13.2%				ＣＯ２計 ケイ		57.5

				ＣＯ２計 ケイ		54.4		58.8		57.5		5.7%		-2.3%

		その他ガス タ				3.4		2.9		2.2		-36.6%		-26.1%

		合計 ゴウケイ				57.8		61.8		59.6		3.2%		-3.4%
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Energy efficiency measures at covered facilities 

• Further reductions are 
expected as new measures 
are planned for the next fiscal 
year and beyond. 

• Covered facilities are taking 
additional emissions reduction 
measures, such as a shift to 
LED illumination, introduction 
of energy efficient air 

   conditioning equipment. 

 Covered facilities are taking operation of equipment and  
    have come to select energy efficient equipment  

Planning and implementation of energy efficiency measures at covered facilities 
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113 

122 
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130 

133 

2015

2016

2017

2018

2019

2020

reductions（million  t-CO2) 

New measures 
every year 

Energy saving measures Qty 
Reductions

(t-CO2)   Energy saving measures Qty 
Reductions

(t-CO2) 
Installation of energy efficient heat 
source equipment 382 148,683   

Installation of energy efficient 
fans 270 16,944 

Installation of energy efficient 
pumps for air conditioners and 
energy saving control 

381 34,116   
“Cool Biz” and proper room 
temperatures during summer 101 13,195 

Installation of energy efficient air 
conditioning equipment 443 39,098   

Proper timing of starting up air-
conditioning before using rooms 145 14,788 

Installation of energy efficient 
outside air cooling systems 279 24,955   

Installation of energy efficient 
lighting and energy saving control 1,581 119,458 



Factors for achievement of significant emission reduction 
 Facility owners becoming more interested in CO2 reductions 
• Turning energy efficiency measures in the field into a challenge for 

corporate management. 
• The programme has changed the mindset of facility owners and caused 

them to select more energy efficient equipment upon facility renovation. 

10%

62%

16%

12%

Q Has your owner become more    
    interested in the transition of   
    CO2 reductions? 

“No” 
“Has been 
very 
interested” 18%

54%

26%

3%

“Significantly” 
or  

“Yes” 

70% 

“Significantly” 
or  

“Yes” 

70% 

“No” 
“Have already 
incorporated” 

Q Have you become more aggressive  
    in incorporating energy efficient  
    equipment upon facility renovation? 



Designing a system for effective emissions reductions 

《The number of certified》 
100 facilities 

Based on the voice of covered facilities, designing a system with regional conditions is required.  

Introduction of the feature of Tokyo with a number of office buildings and the system based on the voice of covered facilities  

 The Tokyo Cap-and-Trade Program certifies facilities with 
excellence in promotional systems as well as in equipment 
introduction, use and management as top-level or near-top-level 
facilities. 

• These facilities receive a compliance factor mitigated to 1/2 or 3/4.  
• There is a movement in the building Industry-new 

buildings are designed to satisfy the requirements 
for top-level facility certification. 

 Encouraging Tenants’ Efforts to Promote 
Energy Efficiency across Whole Building 

• The Tokyo Cap-and-Trade Program mandates that 
all tenants in covered facilities cooperate with 
building owners in pursuing energy efficiency 
measures. 

• The Tokyo Metropolitan Government launched a 
mechanism to evaluate and disclose tenants’ 
commitment in energy saving measures to raise 
tenants’ awareness of energy efficiency. 

Owners of 
covered 
facilities 

All 
tenants 
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tenants 

Tokyo Metropolitan 
Government 
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